
長崎県地学会誌 第 81号 36-38 (2017)

第 258回 (平成 28年 11月 20日 )

集合 9:30 とれとれ旬屋 参加者11名
①10:00 唐比礫浜海岸に到着
海岸に降りて、礫浜の発達する様子を観察す

る。礫種は主に有喜火山に由来する、輝石安山

岩で30～ 50cm大の礫が多数ある。

東を遠望すると、千々石断層が唐比地域まで

伸びてくる様子を見ることができた。

②10:30 唐比湿地

唐比ネイチャーセンターの駐車場に車を止

め、唐比湿地を観察する。

湿地帯に入ると、地面がふわふわと揺れ、ジャ

ンプするとその振動が周囲に伝わる。

③ll:30 ネイチャーセンター観察棟で室内
ミーティング。展示試料などを使い唐比湿地の

成因について討論した。

展示試料中のボー リング試料。

0.55m   泥炭層
3.80～ 3.82m火 山灰 3200± 165BP

382～ 11.02m泥炭 5400± 115BP

l170～ 1175mアカホヤ火山灰 6300
11.75～ 15.17m 海成粘土層  貝殻

縄文海進 7000～ 6000年

15.17～ 26.20m 中粒～粗粒砂 海成
堆積物 円磨度高く淘汰良好

26.20～3179m 灰 白色均質塊状粘土

微化石から高木瀬層、下釜層、長洲層

と対比 (13万年)海成粘土層←貝殻

30.15～ 30.20mに 巻貝 (4万年以上 )

諫早市唐比低地と有喜海岸の火山岩類
地形図

阪
土

寸

1/25,000「諫早南部」「愛野」
口 禾日貝J(長崎県地学会)

列トチ『 クt(県立島原高校)

これら資料と、断層による沈降、海水準変動

を考慮しながら、県央地区の地殻変動について

討論した。11:30～ 12:20 昼食
④12:40～ 15:00諫 早市有喜町の有喜海岸に

移動。有喜海岸では千々石断層の延長と見られ

る断層群があるが、一部は正断層で、一部は逆

断層が混在している。

また有喜火山の「有喜普通輝石安山岩J(阪
口2016)の 基底部が観察できる。最下位には黒

色の玄武岩質安山岩があり、その上位に粒径 8

111111前後の輝石の結晶を含む赤褐色の火山角礫岩

～凝灰角礫岩 3m、 その上位に同様の赤褐色凝

灰岩層 2mが重なる。これらの上位に接触部に
アグロメレイ トを挟み、有喜普通輝石安山岩が

のる。この溶岩は下位で岩脈状に上位で溶岩流

の形状を呈する。この場所では輝石の大結晶を

拾えた。

Ⅱ

層

Ⅲ

層

31.79～ 34.50m粘土、泥炭 (32.58～ 32.60

33.15～33.17)4万年以上の泥炭に植

物原形なし。23～ 13万年前の

河 口氾濫原

34.50～ 3605m 灰 白色火山灰
Ata Th(阿多―鳥浜テフラ 23～ 25万年 )

輝石、角閃石、黒雲母

36.05～37.65m 粘土質礫 崩壊性堆

37.65-40rn 安山岩質集塊岩

-35-



:ユ鉤 籍
凡 濶

y ll

「

ヨ
10

鰈
9

F~18

圏
7

園
6

圃
・ 0

M4

朧
3

歴 ]2

厖
1

書喜・ 早見地区題賛図 (2016 販口和資」 未公表 )
]古 第二系  2 有書凝灰質礫暑層  3 天棒玄武碧  4 有喜善饉障石麦山着
5 笙頭角円●安山着  6 獅子喰塁複瑯右安山岩  7_早 見撻灰角藤岩
8 早見撰輝石安

“

お溶岩  9 運撃●屁角閃石複輝石安山碧  10 奎IL黒
「
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石角閃石安山岩  11 敗難火山麓扇螂 物

図 1 阪口 (2016)未公表試料に一部加筆
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巨轟輝石安山岩質凝灰角礫岩

巨晶輝石安山若質火山角礫岩

玄武岩質安山岩

(未公表試料 )、 阪ロ
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巨晶輝石安山岩溶違

(2017)有喜海岸の地質 (2016)の 有喜海岸部を拡大


